                                                 　　 
（参考）被表彰候補としてふさわしい個人・団体・事業所とは
個人の部・団体の部　
○男女の固定的役割分担意識の是正に貢献している

○地域・家庭・学校など社会の様々な分野で、男女共同参画の機運の醸成に功績がある

○長年、社会に継続して働きかけ、男女共同参画への理解浸透に努めている

○従来、女性（男性）の参画が稀な分野の活動に参画し、社会に大きな影響を与えている

○男女共同参画の視点を取り入れ、まちづくり、観光、環境、防災等の分野における地域課題の解決に向けた実践的な取組を推進している


宣言事業所の部　

○女性（男性）の能力発揮や活躍を促進するための取り組みがある

○男女が共に参画できる職場づくりやこれに類する取り組みがある
　
○ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）を図るための取り組みがある

○生活上様々な困難を抱える人を積極的に支援している


　　　　　　　　　　　
チャレンジの部
○他の女性が自らもチャレンジしたいと思うような身近なモデルである

○男女共同参画が進展している事例として県民に訴えかけるものである

○チャレンジの結果、成功を収めた者である

○従来、女性の参画が稀であった分野へのチャレンジである

○今後も様々な分野で、活躍することが期待できる　

　
別紙２





まちづくり、観光振興や環境に関する活動は、地域の活性化をもたらし、科学技術や防災・災害振興に関する活動は、安心・安全な地域づくりを実現します。


こうした県民の暮らしの改善につながっていく分野における男女共同参画を推進、貢献している個人や団体を平成23年度から表彰の基準に追加しております。





＜具体例＞


・自治会の連合会長に初めて就任、地域ぐるみの男女共同参画推進活動に貢献した女性


・空き店舗を子供の遊び場や高齢者の立拠所にし、市民に優しい街づくりを実践した団体


・音楽を通じ子供達と交流、男性の育児参加や地域活動への参画の啓発を行った男性


・観光振興に女性の視点を取り入れ観光客増加、地域の活性化につながる活動を行う団体


・自主防災の役員に女性を登用、女性や子ども等に配慮した防災対策を新たに作った団体








・女性（男性）を配置していなかった職種へ、女性（男性）を計画的に配置


・女性の管理職の積極的な登用　　


・女性の能力開発のための研修制度等の実施


・女性のチャレンジ支援　　








・育児・介護等を理由に退職した人の再雇用制度や定年後の継続雇用等の制度


・全従業員を対象とした働きやすい職場づくり等に関する意識調査や研修の実施　








・法を上回る育児・介護休業制度の整備   


・事業所内託児施設の設置


・時間外労働縮減のための取組（ノー残業デーの設定等）


・育児や介護のための短時間勤務制度やフレックスタイム制の導入　　


・男性も含めた働き方の見直し（育児期等）


・学校・地域行事等への参加奨励　





経済格差や貧困は大きな社会的課題となっており、貧困等により生活困難な状況に置かれた男女が安心して暮らすことができ、意欲と能力に応じて様々な社会経済活動に参加できる社会を目指しています。


経済的に困窮するひとり親家庭の母親、父親や、配偶者からの暴力被害女性など、困難な状況にある方の精神的・経済的自立を積極的に支援している事業所を平成23年度から表彰の基準に追加しております。





＜具体例＞


・求人の際、ひとり親家庭の方も働きやすい職場環境を記載、積極的に採用している


・ひとり親家庭の父母は、早出・残業・土日祝日の勤務にならないよう配慮している


・ひとり親家庭の親子による出社を承認、託児制度も完備している


・配偶者からの暴力など女性の様々な悩みに対して相談体制を整えている





＜今までの表彰事例＞


・自身の経験から新しい商品を開発し、国内トップシェアを誇る女性起業家として活躍


・商店街活動に女性の参加を促し、アイディアあふれる街づくりに貢献


・全国初のフリーアナウンサー協同組合設立。大手企業のセミナー企画を受託するなど


活動の場を拡大


・新規参入が困難な業界に、自らの情熱と行動力で道を開き、ビジネス化に成功。顧客満足度の高いサービスを提供し、女性の社会復帰を支援


・技術者として自ら起業し、新産業を創設。子育て中の女性を雇用、働きやすい職場環境の整備を実践


・子育て中の親子が地域で孤立しないよう子育ての悩みを解消する場を先駆的に作り、母親達の信頼も得て、地域へ貢献


・シニア向けパソコン講座という需要をいち早く見据え、自ら起業。高齢者福祉に寄与する社会性の高い事業に取り組むと共に、地域の教育機関と連携し、若者とシニアの世代を超えた交流の場を提供　　　














